
特になし

〔履修要件〕

〔成績評価の方法・基準〕

講義単位数 2

題　　　目 欧米における農村・農業社会学および農業倫理研究の最前線

配当学年

報告や討論への参加などの平常点で評価する。

〔教科書〕

とくに定めない。

〔参考書等〕

授業時に指示する。

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕

〔授業計画と内容〕

〔授業の概要・目的〕

Sociology(Special Lectures)

社会学特殊講義授業科目名
〈英訳〉

後期 曜時限 水２ 授業形態開講期

農学研究科　准教授　秋津元輝

科目コード

担当者氏名

nous
タイプライターテキスト
欧米における農村・農業に関する社会学的研究、および農業倫理に関する研究のうちから、最新の注目すべき業績を取り上げて、履修者による報告を前提としながら、講義・討論をおこなう。

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト
取り上げる論文・文献によって変化するがおおむねトピックスとしては以下を想定している。・先進国農村におけるルーラリティの問題・農村政策と農村変動・農業倫理学の体系・Alternative Food Networks・食の倫理と安全性について・食料システムの社会学的分析・農業技術開発をめぐる倫理問題・など


	シラバス原稿用紙

		2010-04-07T01:36:52+0900
	Global COE




